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CaClの レ ー ザ ー 分 光

















図2は,レーザーの波長を掃引しながら, B-X(△ V-0)遷移に伴 う可視の蛍光




































の状態に行 く確率が圧倒的に大きく, u〝-Oに行 く確率は, u〝キ0に行 く確率の10
倍程度であるoこのことは, [Al-A2],[A2-Al]過程においても,確められたo
[B(V′-0)-A2]の過程のエネルギ一差 △Eを考えるoA2の V〝-0,1,2にいく





この結果は, B,Al,A2の間の各遷移の△ Vキ0のFranck-Condonfactor払 △V=0
に比べて非常に小さいことと対応がっくので,Arとの衝突による電子遷移 においても,
Franck-Condonの原理が,きいていると考えられる｡ (X,Al,A2,Bの各状態の振動
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I.序
緩和過程の研究は,時間的にその変化を捕えることが,より本質的である｡本研究で
は,フォトン･コリレータ-を用いたミニコン分光システムによって,パルス変調され
たレーザーで,電子励起状態の-回転準位に励起されたBaO分子が,緩衝気体 との衝
TABLE1.LIFETIME& RATE ;T=1000K●Ar
TABLd 2.CROSS-SECTION ;Ar
cross-section(LJ),Rate(71Se-cITor-rJ)
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